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学生・職員との協働による FD・キャリア教育
ー「知恵」の共有を目指してー

1.相次ぐ義務化に戸惑う教育現場

2009年の FD義務化に続き， 2011年度から

はキャリア教育も義務化された。大学全入時

代に突入した現在，各大学は， 2008年 12月

の中教審答申に代表される「教育の質保証」

の重圧の中で，こうした矢継ぎ早の義務化に

とまどっているのが実情ではないだろうか。

人気映画「踊る大捜査線」の主人公の台詞

を借用すれば， I事件は会議室で起こっている

のではなく現場で起こっている」のであり，

大学教育もまた，現状を直視して，現場の対

応を優先するスタンスに立たなければ，ステ

ークホルダーの学生のためになる FDもキャ

リア教育も推進はできない。

現場重視の姿勢を取る時，重要になるのは，

教員の発想・感性・知性だけに頼らず，大学

の構成員である学生や職員とともに進めると

いう方向性ではないだろうか。学問的知識で

はなく，さまざまな人々の知恵の共有が必要

なのである。

2009年 12月に出版された『名ばかり大学

生:日本型教育制度の終意j(光文社新書)で，

河本敏浩は，目の前の大学生の学力不足につ

いて，中学・高校の教育に起因すると非難す

るだけの大学教育関係者を批判しながら，こ

れからの日本の大学教育を生かすも殺すも，

それは，大学教育関係者の努力にかかってい

ると主張しているように感じられる。

いったいどのようにしたら，ステークホル

ダーの学生を，中教審が目指す姿に，大学 4

年の聞に育てることができるか。その実現の

ためには，大学の教員・職員そして学生，地
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域を含めた大学のコミュニティを挙げての真

塾な努力が不可欠ではなかろうか。そのよう

な努力なしには， 目の前の大学生が，キャリ

アを考えるにあたり，必要なものは何かを，

しっかりと把握することは不可能だろう。今，

大学に求められているのは，教員が，学生・

職員との協働で，知恵を共有し，大学の FD・

キャリア教育を推進することである。

このラウンドテーブルでは，教職協働で有

名な日本福祉大学事務局長兼教育開発部長の

膏藤真左樹氏に話題提供者をお引き受けいた

だき， 日本福祉大学における実践報告で口火

をきっていただいた。

2.一つの答~日福スタンダード~

日本福祉大学は名古屋市中心部からは名鉄

電車で約 1時間南下した知多半島に位置する。

キャンパス全体が里山の中に位置し，海岸も

徒歩圏内，自然に恵まれた環境で、ある。愛知

県内の各大学でも「都心回帰」が起こる中，

本学はこの「知多半島」にある，自然，文化，

伝統，地域で活躍する人々などを教育資源と

した，体験型フィールド学習を重視してきた。

我が国で初めて「社会福祉学部」を設置し

た大学であり，愛知県にありながら 47都道府

県から学生が集まっていること，約 65，000人

の卒業生が全国で活躍していることなどから，

2001年度より通信教育部を開設し， I生涯学

習型ネットワークキャンパス」を展開し，通

信教育部の ICT活用実績を活かし，通学課程

でも早い段階から e-leamingを積極的に導入

し，教育実践を行ってきた。それらの実践が

2003年度以降， I特色ある大学教育プログラ

47 -



ム」や「現代的教育ニーズ取組支援ブρログラ

ムJ(し、わゆる 'GPJ )などに多数採択されて

きた。

2009年度には， '福祉大学スタンダードき

ょうゆうプログラム」と題した取組みで，文

部科学省の大学教育・学生支援推進事業(テー

マ A)大学教育推進プログラムに採択されて

いる。この取組みでは， 日本福祉大学の建学

の精神を受け継ぐ教育標語「万人の福祉のた

めに真実と慈愛と献身」を体現するために必

要な力を「真実=見据える力J，'慈愛=共感

する力J，'献身=関わる力j，それらの力の基

礎となる「伝える力」を加えた「四つの力」

を日本福祉大学の学生が身につけるべき共通

の力， '日本福祉大学スタンダード」と定義づ

けている。現在はこの「四つの力」を「福祉

力J と言い換え， 日本福祉大学における学士

力と位置づけている。

さらに， 日本福祉大学の学生，教員，職員

に必要な「見据える力J，共感する力J'関わ

る力J'伝える力」とはそれぞれ何なのか，を

明らかにし，これらの力を学生，教員，職員

で共有し，身につけるためのプログラムを「ス

タンダードきょうゆうプログラム」として組

み立てている。

3.教職・学生協働のキャリア教育

さまざまな日本福祉大学の取組みの中から，

今回は，膏藤氏に「オンデマンドコンテンツ

を活用した教職・学生協働による初年次から

のキャリア教育」というテーマで，話題提供

していただいた。

話題提供要旨

日本福祉大学では 2005年度よりキャリア

教育の一部をオンデマンドコンテンツにより

初年次から全学的に配信している。入学前学

習コンテンツとなる「日本福祉大学入門J，入

学前から入学後の履修登録で活用する「科目

ガイダンス」をはじめ，入学後に白校史を学

ぶ「日本福祉大学の歴史j，現代社会における

福祉の広がりを学ぶ「福祉社会入門J，大学が

立地する知多半島について学ぶ「知多学J，広

がる福祉社会の仕事を学ぶ「ふくしの仕事」

などが体系的に配置され，毎年多くの学生が

履修している。これらのコンテンツは「イン

ストラクショナルデ、ザイナ~J である職員が

中心となり，科目担当教員，学生，時には過

去にその科目を履修した卒業生などとも協働

して開発したものである。実際にいくつかの

コンテンツのデモを交えながら，教職・学生

協働による授業コンテンツの開発経緯，開発

の過程での効果，オンデ、マンドコンテンツの

配信による学生への教育効果，教員への FD

効果などについて紹介する。

4.他大学でも多様な取組が…

膏藤氏の話題提供後は，集まっていただい

た学生・教員・職員のみなさんに対等な立場

から自由に意見を出していただき，さまざま

な考え方を抽出し，議論を展開させていただ

いた。各大学の手探りの試行錯誤の取組みの

中にも他大学のヒントになる実践は含まれて

いようし，学生や職員の率直な生の声の中に

こそ本質的な課題が見えてくることもあるの

ではないだろうか。大学の様々な実例や参加

者の自由な意見交換を重ね，真の FD・キャ

リア教育のありょうを探りたかったのである。

キャリア教育界の論客として名高い亜細亜

大学の宇佐見義尚氏や学生参画型 FDの推進

者として知られる岡山大学の橋本勝氏，本年

3月までは学生の立場で，また 4月以降は職

員の立場でこの問題に直接向き合ってきた法

政大学の平野優貴氏などの参加が見込まれて

おり，活発な論議が予想通り展開された。

こうした議論の輪に加わりたいと考える多

くの学生・教員・職員に，積極的にご参加い

ただき，明日から使える，学生・職員と FD・

キャリア教育を進めるアイデアを，ほんの小

さなものでもポケットに入れてお帰り願うと

いうラウンドテーブ、ルの到達目標は達成でき

たのではないだろうか。評価はラウンドテー

ブルの参加者に任せたい。
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